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1. IEEE Xplore について 
 
 

1.1. はじめに 
IEEE Xplore は Institute of electrical and Electronics Engineers (IEEE)と Institution of Electrical 
Engineers (IEE)の出版物へのアクセスを可能にした強力なインターネット情報源です。12,000 以上の出

版物に掲載された 100 万以上の論文が IEEE Xplore には含まれています。また一ヶ月あたり、約 25,000
ページずつ追加されており、1988 年以降、一部のコンテンツでは 1952 年以降からのバックファイルによっ

て構築されています。 
 
この情報源は継続的にアップデートされて、便利で、いつでもアクセスが可能です。著者名、INSPEC シソ

ーラスの索引用語や、その他様々なキーワードを用いた検索が可能です。得られた個々の論文や記事に

ついて検索結果リスト、目次、書誌や抄録、完全な PDF によるページイメージを画面表示と印刷で出力す

ることができます。 
 
CrossRef Search 機能から、IEEE Xplore は他の優れた出版社から発行されたコンテンツにアクセスする

ことが可能です。 
 
1.2. IEEE Xplore データベースのコレクション 
IEEE Xplore には下記の IEEE と IEE の出版物が含まれます。 

 

Journals、Transactions、magazines 
IEEE によって 1988 年以降(タイトルによっては 1953 年以降)に出版された逐次刊行物 

Conference proceedings 
IEEE によって 1988 年以降(タイトルによっては 1953 年以降)IEEE から出版された会議録 

IEEE Standards 
更新後の規格を含みますが、草案は含みません。1988 年 1 月以降を収録しています。 

IEE 
1988 年以降の Journals、Letters、Magazines(いずれも逐次刊行物)および Conference 
proceeding(会議録)を収録しています。 

 
画面右上のツールバーの「Access Information」をクリックして、アクセス可能な出版物を確認することがで

きます。 
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1.3. IEEE Xplore データベースの構造 
 
IEEE Xplore データベースは IEEE や IEE の HTML および PDF フォーマットの論文フルテキストに、

INSPEC 書誌データベースが組み合わされています。論文の抄録レコードを検索して、論文を特定するた

めの機能には下記の物があります。 
 
Basic search(簡易検索)と Advanced search(応用検索) 

抄録と、論文フルテキストの本文からの検索ができます。 
Author search(著者名検索) 

ラストネームとファーストネームなどのイニシャルで検索します。 
Index terms 

論文レコードにある索引用語(INSPEC シソーラス用語)のリンクをクリックして、共通して同じ索引

用語を持つ論文レコードの検索を続けることができます。 
References(参考文献) 

参考文献に表示されている論文リストから、論文を表示させるためのリンクです。Abstract(抄録)、
full-text PDF(フルテキスト PDF)、Buy via Ask*IEEE(文献複写依頼)および CrossRef(他の

出版社の論文フルテキストへ)があります。 
Citing Documents(引用した論文) 

この論文を引用した IEEE および IEE の論文へアクセスできます。 
Author name links(著者名リンク) 

論文レコード中の著者リンクをクリックして、その著者の他の論文を探すことができます。 
CrossRef Search 

CrossRef システムに参画する他の出版社の電子ジャーナルを検索することができます。 
 
IEEE Xplore データベースにはオリジナル文献のページ・イメージが含まれていますが、そこには半導体

の回路図から地形図や、新しい結晶構造の写真などの図、表、写真、イラストが含まれています。全ての論

文や記事、規格は PDF 形式で入手することができます。 
 
1.4. IEEE Xplore を利用できる契約者 
 
IEEE Xplore からフルテキストを利用するためには利用契約を交わす必要があります。機関契約により

IEEE Xplore を大学など教育機関、研究所などで利用するためには、下記パッケージの利用契約が必要

です。パッケージには 1988 年以降(一部のタイトルでは 1952 年以降)の抄録と論文や記事フルテキストが

収録されています。 
 
IEEE/IEE Electronic Libraray(IEL) 

IEEE と IEE の全ての journals、transactions、magazines、および IEEE と IEE の全ての会

議録と学会論文、さらに現在有効な IEEE 規格が利用できます。 
IEEE All Society Periodicals Package(ASPP) 

IEEE 学会が後援する全ての journals、transactions、magazines が利用できます。 
IEEE conference Proceedings Order Plan(POP) 

選択された IEEE の会議録が利用できます。 
IEEE Conference Proceedings Order Plan All(POP ALL) 

全ての IEEE の会議録が利用できます。 
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2. ホームページ 
IEEE Xplore のホームページへは下記 URL でアクセスできます。 

http://ieeexplore.ieee.org 
 

 
IEEE Xplore に収録されている論文にアクセスするためには、ホームページにある下記の場所から利用を

スタートします。目的の論文へアクセスするためには、様々な Web ページをアクセスしますが、①ツールバ

ーと、②ナビゲーションバーは常に表示されます。 
 
①ツールバー 

主に IEEE Xplore を終了するための「Logout」、アラート機能のための「Alerts」を利用します。 
②ナビゲーションバー 

雑誌や会議録、IEEE 規格の論文や記事をブラウジングで探したり「BROWSE」、キーワードや

著者名から検索「SEARCH」する際に利用します。 

③ホームページの基本機能 
ナビゲーションバーにあるブラウジングや検索を、こちらから始めることもできます。契約機関の利

用者が契約機関の外部から利用する場合や、契約をしていない一般の利用者は、「Basic 
Search」のテキストボックスから IEEE Xplore の検索機能を利用することができます(書誌と抄録

までアクセスできます)。 

④ホームページのオプション機能 
最新 4 週間分の論文や記事を確認したり「Content Updates」、アラート機能を設定してｅメール

で最新刊の目次情報を入手したり「Alerts」、よく利用される論文や記事のリストを表示する「Top 
100 Documents」ことができます。 
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2.1. ログイン 
契約機関の利用者が契約機関の外部から IEEE Xplore にアクセスした場合、もしくは一般の利用者がアク

セスした場合、ユーザー名とパスワードを入力するログイン画面が表示されます。 

 
Username(ユーザー名)と Password(パスワード)を入力して IEEE Xplore にアクセスします。IP Address
で認証する契約機関の内部からアクセスする場合は、このログイン画面は表示されません。 
 
2.2. ログアウト 
 
IEEE Xplore の利用を終了する際には、必ずツールバーにある「Logout」をクリックしてください。 
 
2.3. フルテキストにアクセスできるタイトル 
 
ツールバーの「Access Information」をクリックすると専用画面が開きます。 
Username(ユーザー名)と Password(パスワード)認証のお客様は、テキストボックスにユーザー名とパスワ

ードを入力してください。 
 
IEEE の逐次刊行物、会議録、規格、および IEE の逐次刊行物、会議録など個別にリンクが用意され、クリ

ックするとフルテキストが利用できるタイトルを確認することができます。 
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3. ブラウジング 
 
IEEE Xplore で利用できる逐次刊行物、会議録や規格をブラウジングで利用することができます。 
 
3.1. ブラウジングする内容の選択 
ナビゲーションバーにある「BROWSE」をクリックします。ドロップダウンメニューに表示される「Journal & 
Magazine」「Conference Proceedings」「Standards」からいずれかを選択してクリックします。 

 
 
3.2. ブラウズ画面 

 
 
① 「CHOOSE」 

IEEE タイトル、IEE タイトルのいずれかに制限することができます 
② 「OPTION 1」 

逐次刊行物や会議録、規格のタイトルに含まれるキーワードで検索ができます。 
③ 「OPTION 2」 

逐次刊行物や会議録、規格タイトルの A-Z 順リストから任意のアルファベットを選択して、そのアル

ファベットから始まる雑誌名のリストを表示させることができます。 
 
備考：「Journal & Magazine：逐次刊行物」「Conference Proceedings：会議録」のブラウズ画面に大きな

相違はありません。「Standards：規格」には「CHOOSE」と「OPTION 2」の機能が用意されてません。規

格番号や規格名称をキーワードとして検索してください。 
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上図では「micro」という文字列を含んでいる雑誌名を探しています。「Micro, IEEE(IEEE Micro：倒置し

て表示)」などが表示されています。ここでは「Micro, IEEE」を選んでクリックします。 
 
ブラウジング画面で「Micro, IEEE」をクリックすると、IEEE Micro 誌のホームページにアクセスします。 
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4. 逐次刊行物、会議録、規格のホームページ 
 
4.1. 逐次刊行物のホームページ 
IEEE 発行のほとんどの逐次刊行物でホームページが用意されています。ホームページの構成はタイトル

毎に異なりますが、画面上部の「Year：発行年」と「Issue：刊号数」のドロップダウンメニューと「Go To 
Issue」ボタンにより、任意の発行年、巻号数から該当する目次を表示させることができます。 

 
 

 
 
①発行年、巻号から目次を表示する 
逐次刊行物のホームページでは、発行年、巻号から目次を表示することができます(上記① 参照)。「Year」
のドロップダウンメニューから発行年を指定し、次に「Issue」のドロップダウンメニューから巻号を指定し「Go 
To Issue」ボタンをクリックします。 
 
②この雑誌から検索を行う 
任意の雑誌の中でキーワード検索を行うことができます。「Search This Publication」のテキストボックスで

キーワードを入力し、ドロップダウンメニューから検索フィールドを選択します(上記② 参照)。書誌と書録か

ら検索する場合は「All fields」のままにします。検索は  をクリックすると実行されます。 
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目次画面 
 
目次中の論文や記事には、書誌情報(論
文タイトル、著者名、ページ番号)とともに

「AbstractPlus：抄録」「PDF：論文フルテ

キスト」のリンクが表示されます(左図、矢

印部分)。 
 
① 他の巻号を指定することができます。 
 
② この号からキーワードで検索ができま

す。検索フィールドはテキストボックス右側

のドロップダウンメニューから選択ができま

す。 
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4.2. 会議録のホームページ 
 

 
① 会議録のホームページは、会議の開催された日付と巻数毎に目次を表示させることができます。 
② この会議録にある会議論文や記事をキーワード検索できます。 
③ 定期的に開催される会議や、関連のある会議が表示されます。 
 
4.3. IEEE 規格のホームページ 
 

 
 
IEEE 規格の規格番号、タイトル、発行年、ページ数および「AbstractPlus」「PDF」リンクが付きます。 
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5. キーワードによる検索 
 
IEEE Xplore でキーワード検索を行う場合、ホームページ上にある「Basic Search」と、ナビゲーションバー

にある「Search」を利用することができます。「Search」には「Advanced(応用検索)」、「Author(著者名検

索)」、「CrossRef(CrossRef 検索)」が用意されています。 
 
5.1. ホームページの Basic Search 機能 
 

 
「Basic Search」では、書誌と抄録からの検索が可能です。テキストボックスにキーワードを入力して、  を

クリックしてください。 
 
5.2. ナビゲーションバーの Search メニュー 
 

 
ナビゲーションバーはホームページから別の Web ページに移っても表示されるため、IEEE Xplore 内に留

まっている間はいつでも利用することができます。 
 
Advanced(応用検索) 

検索フィールドを指定した検索や、異なる検索フィールド同士を掛け合わせた検索、およびキー

ワード、演算子やフィールドコードを組み合わせた検索式を入力した検索が可能です。 
Author(著者名検索) 

著者名の A-Z 順の索引を表示させ、目的の著者名を選んで検索できます。 
CrossRef(CrossRef 検索) 

CrossRef システムに加盟する数多くの出版社から電子ジャーナルがリリースされていますが、こ

れら電子ジャーナルの論文を一度に検索することができます。 
Session History(検索履歴) 

何度も検索を連続して行った場合、以前の検索結果が表示されます。さらに検索結果同士の論

理演算、編集、削除が可能です。 
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5.3. Advanced(応用検索) 
 
検索フィールドを指定した検索や、異なる検索フィールド同士を掛け合わせた検索、およびキーワード、演

算子やフィールドコードを組み合わせた検索式を入力した検索が可能です。 
 

 
 
①OPTION 1 
3つのテキストボックスで 3つのキーワードを検索できます。テキストボックス毎に検索フィールドが選択でき、

さらに各キーワードは演算子「AND」「OR」「NOT」で演算できます。 
テキストボックスにキーワードを入力し、フィールドと演算子を指定したら、「Run Search」で検索を開始しま

す。 
 
②OPTION 2 
検索式を作成して入力することができます。検索式にはキーワード、キーワードを掛け合わせる演算子、キ

ーワードが存在するフィールドを指定するフィールドコードを含めることができます。検索式を入力したら

「Run Search」で検索を開始します。 
 
③Publications 
検索する出版物の種類を指定することができます。IEEE か IEE か、雑誌論文か会議録の論文か、規格か

を選択できます。 
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④Select date range 
検索範囲を年代で指定することができます。「Search latest content update」にチェックを入れると、最新

アップデート分のみを対象とした検索になります。 
「From year … to …」からは年代での範囲指定が可能です。検索年代を From year(スタート年)と to(スト

ップ年)とを指定することができます。 
 
⑤Display Format 
検索結果の表示画面を変更することができます。標準設定では Citation(書誌)のみの一覧表示ですが、

Citation & Abstract(書誌と抄録)に変更することができます。 
 
⑥Organize results 
検索結果一覧画面の Maximum(最大表示件数)、Display Result(1 画面で表示される論文や記事の数)、
Sort By(並べ替えの種類と降順、昇順)を設定することができます。 
 
5.4. OPTION 1 の検索 
 
検索例１ 

  
「broadband wireless access」と省略形「bwa」を論文タイトル「Document Title」から検索しています。 
同義語なので、どちらで表記されていても良いですから、演算子は「OR」を選びます。 
 
検索例２ 

 
論文タイトルに「broadband wireless access」と表記されている論文を「communications magazine 誌」

から検索します。 
「 broadband wireless access 」 は 「 Document Title 」 か ら 、 「 communications magazine 誌 」 は

「Pubilcation Title」から検索します。2 つの条件を併せ持つ論文を検索するため演算子は「AND」です。 
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5.5. OPTION 2 の検索 
 
OPTION 2 では作成した検索式を入力して検索することができます。 
検索式は主にキーワード、フィールド・コード(検索フィールドを指定)、演算子(キーワード同士の関係を指

定)で構成されています。またキーワードの変化はワイルドカードで対応することができます。 
 
検索式の作成 
１．フィールドを指定する 
入力方法： キーワード<in>フィールド・コード (例： broadband<in>ti) 
フィールド・コードには次の種類が用意されています。 
ab(抄録)  au(著者名と編者)  ca(カタログ番号)  cn(CODEN) 
cs(機関名) cy(会議の日付)  de(索引用語)  in(ISSN と ISBN) 
is(号数)  jn(雑誌名)  metadata(書誌と抄録全体) pdfdata(フルテキスト) 
pyr(発行年) ti(論文や記事のタイトル) vo(巻数) 
 
２．演算子を指定する 
入力方法： キーワード <演算子> キーワード (例： synapse <and> neuron) 
演算子には次の種類が用意されています。 
x <and> y x と y の両方を含むレコードが検索されます。 
x <or> y  x もしくは y のいずれか、あるいは両方が含むレコードが検索されます。 
x <not> y x は含むが y は含まないレコードが検索されます。 
x <paragraph> y 同じ段落に x と y を含むレコードが検索されます。 
x <sentence> y 同じ文中に x と y を含むレコードが検索されます。 
x <phrase> y 同じ語句の中に x と y を含むレコードが検索されます。 
 
３．ワイルドカード 
通常のキーワード検索は、入力した用語とともに複数形や品詞の変化に対応した、後ろに文字列が追加さ

れている用語も検索対象となります(例： cable で検索すると cables、cabled、cabling も検索されます)。 
完全一致で検索する場合は、下記のように二重引用符で囲んで検索してください。 
 “cable” 
単語の変化に対応するためにワイルドカードを利用することができます。 
* 0 文字から 1 文字以上の文字列が存在する。 
例１： eletro* electro、electron、electronic、electronics、electromagnetic などが検索されます。 
例２： optic*<in>ti 論文タイトルから optic、optics、optical などが検索されます。 
 
? 入力した数だけ文字が存在する。 
例１： cable? cables、cabled は検索されるが、cableway は検索されません。 
例２： t?re tire、tyer は検索されますが、tires や three は検索されません。 
例３： ???agon hexagon、paragon は検索されますが、pentagon は検索されません。 
 
検索例： 
例 1： broadband wireless access broadband wireless access が書誌と抄録から検索されます。 
例 2： (broadband wireless access<in>ti) <and> (communications magazine<in>jn) 

broadband wireless access が論文タイトル、communications magazine が雑誌名から検索されます。 
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5.6. Author Search(著者名検索) 
 
ナビゲーションバーの「SEARCH」から「Author」をクリックすると、「Author Search：著者名検索」画面に

入ります。 
 

 
① OPTION 1 のテキストボックスで著者名を入力します。著者名はラストネームをなるべく完全に、ファース

トネームはイニシャルで入力します。不完全なラストネームだけでも検索は可能です。入力が完了したら

をクリックします。 
 
入力した名前に該当する著者名が ③ に一覧表示されます。 
検索に利用する著者名を選択してクリックすると、検索結果一覧画面が表示されます。 
 
② OPTION 2 では著者名、ラストネームのスペルが不明な場合に利用します。著者名ラストネームの頭文

字を A-Z リストから選択してクリックしてください。指定したアルファベットから始まる著者名リストが表示されま

す。 
 
検索に利用する著者名を選択してクリックすると、検索結果一覧画面が表示されます。 

 
左図では A-Z リストから「T」を

選んで表示した例です。 
 
①著者名リストから任意のタイ

トルを選択してクリックしてくだ

さい。 
 
②該当する著者名が見つから

ない場合は、「Next」ボタンを

クリックして次の画面から選択

してください。 
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5.7. CrossRef(CrossRef 検索) 
 
CrossRef Search Pilot では CrossRef システムに加盟する IEEE を含む学術出版社の電子ジャーナルを、

検索エンジン Google を用いて横断的に検索することができます。 
 
CrossRef Search は IEEE コレクションを契約する機関外部から、また IEEE コンテンツのパッケージ契約

をしていない一般の利用者が CrossRef Search にアクセスする場合、IEEE Xplore のユーザー名とパスワ

ードが必要です。 
 
CrossRef Search Pilot の検索結果から論文フルテキストにアクセスできるかどうかは、その論文を発行した

出版社とお客様との電子ジャーナルの利用契約に依存します。 
 
ナビゲーションバーの「Search」から「CrossRef」をクリックすると「CrossRef Search Pilot」にアクセスしま

す。「CrossRef Search Pilot」での検索は検索エンジン Google の検索機能に依存し、IEEE Xplore の検

索機能と関係が無くなります。 

 
CrossRef Search Pilot の画面です。画面左側①に電子ジャーナルが検索できる出版社リストが表示され

ています。 
検索はテキストボックス②で行います。IEEE Xplore の検索機能に依存せず、Google のサイト検索と同様

にキーワードを入力して「Search」ボタンをクリックしてください。 

 
「synapse」「neuron」をキーワードにして検索した結果です。別ウインドウが立ち上がり、表示されます。

IEEE と共に、それ以外の出版社(ここでは Nature 誌がヒットしています)も同時に検索されます。 

ここから出版社サイトへ
アクセスし、利用契約を
交わした出版社では、論
文フルテキストを入手で
きます。 
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5.8. Session History(検索履歴画面) 
 
IEEE Xplore にアクセスして以降の検索結果は、ナビゲーションバーの「SEARCH」にある「Session 
History」で、IEEE Xplore の利用を終了するまで保存されます。 

 
 
検索結果同士を「AND」「OR」「NOT」で演算することができます。 
 

   

①演算する集合番号をクリックすると、ドロップダウンメニューが表示されます。「AND」「OR」「NOT」から任

意の演算子をクリックします。「Search Query Display」のテキストボックスに指定した検索式が反映されま

す。 
 
②演算する次の集合番号をクリックすると、ドロップダウンメニューが表示されます。①と同様に「AND」

「OR」「NOT」から任意の演算子をクリックします。 
これにより「Search Query Display」のテキストボックスに①の検索式と、②の検索式が演算子で結ばれて

表示されます。この検索式は「Run Search」ボタンをクリックして実行されます。 
 
「AND」「OR」「NOT」以外の機能には「Delete」と「Search」があります。 
「Delete」指定した検索結果を消去します。 「Search」任意の集合番号から検索結果を表示します。 

集合番号 
検索式 ヒット件数

検索結果を全て消去できます 
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6. コンテンツ情報を入手する 
 
ここでは画面表示、印刷、ｅメール送信、保存についてご説明します。これら画面表示、印刷、ｅメール送信、

保存は総称して出力(Output)といいます。 
任意の雑誌、会議録、規格をブラウジングして、またキーワードを用いた検索によって得られたフルテキスト、

書誌や抄録、目次情報などを出力することができます。 
 
6.1. ブラウジングによる目次画面 
 

 
①「printer friendly」アイコンをクリックして、印刷に適した画面表示に切り替えることができます。 
 

 
リンクやアイコン、ロゴが消えて、印刷やテキスト保存に適した状態で表示されます。 
印刷、保存については、ブラウザの機能を利用して下さい。 
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6.2. 検索結果の一覧画面 
 

 
①出力用アイコン 
「e-mail」クリックすると送信先のｅメールを指定する画面が表示されます。ここでｅメールアドレスを入力して、

この目次を送信することができます。 
「printer friendly」アイコンやリンクを消して、印刷やテキスト保存に適した画面表示に変更します。 
②検索の変更 
「Modify Search」検索結果を得るために行った検索式がテキストボックスに表示されます。これを変更して

再検索が可能です。「Check to search only within this results set」チェックボックスにチェックした場合、

テキストボックスの検索式を全て消去し、新たな検索式やキーワードを入力した絞り込み検索が可能です。 
「Display Format」画面下部に表示される目次画面の表示方法を変更することができます。「Citation」は

書誌のみ、「Citation & Abstract」は書誌と抄録が目次画面で表示されます。 
③論文内容へのアイコン 
「AbstractPlus」書誌、抄録、索引用語、参考文献リスト、この論文を引用した他の論文が表示されます。

IEEE パッケージの利用契約機関からでなく、外部からアクセスした場合、もしくは契約していない一般の利

用者に対しては「AbstractPlus」ではなくて「Abstract」で書誌と抄録のみが表示されます。 
「PDF」論文のページ・イメージ・フルテキストをダウンロードすることができます。PDF フォーマットのデータ

をダウンロードするには Adobe Acrobat が必要です。PDF フォーマットの出力は全て Adobe Acrobat の機

能を利用して行います。 
④検索履歴と検索画面への移動 
「View Session History」これまでの検索履歴を表示することができます。ここでは以前の検索結果の表示、

検索結果同士の演算や不要な検索結果の消去が可能です。 
「New Search」Advanced Search(応用検索画面)に戻って、新たに検索を開始することができます。 
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6.3. 選んだレコードを一覧表示させる 
 
検索結果から出力するレコードを選択し、ひとまとめに出力することが可能です。 

レコードを選択する 
 
検索結果一覧から出力するレコー

ドを選択し、その左側に用意され

ているチェックボックスにチェックを

入れてください。 
 
出力する全てのレコードを選択し

たら、画面最下部右側の「View 
Selected Items」ボタンをクリックし

ます。 
 
 
 
 

 

 
①、②、④は前ページと同じです。 
③「View Search Results」検索結果一覧に戻ります。 
⑤「Download Citation」この画面で表示されている書誌、抄録をダウンロードするための機能です。

「Choose」からは「Citaiton：書誌」と「Citation & Fulltext：書誌と抄録」から選択できます。 
「Download」からは Endonote など文献管理ソフト用の形式の他に ASCII テキスト形式が選択できます。 
「Choose」と「Download」を選択したら「Download」ボタンをクリックします。 
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6.4. Download Citation 
 
「Download Citation」この画面で表示されている書誌、抄録をダウンロード

するための機能です。 
「 Choose 」 と 「 Download 」 で ダ ウ ン ロ ー ド す る 内 容 と 種 類 を 選 択 し 、

「Download」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
「Choose」からは「Citation：書誌」と「Citation & Abstract：書誌と抄録」か

ら選択できます。 
 
「Download」からは「EndNote,ProCite,RefMan：文献管理ソフトウェアの

フォーマット」と「ASCII Text：テキストデータ」から選択できます。 
 
 
 
 
 
 
「Download Citation」から「Citation 
& Abstract」と「ASCII Text」を選択し

た場合の例です。 
 
別ウインドウが開き、テキストデータとリ

ンクが表示されます。 
 
これをテキストデータで保存するには、

ブラウザの保存機能を利用してくださ

い。 
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6.5. AbstractPlus と Abstract 
 
AbstractPlus 
IEEE/IEE のフルテキストをパッケージ契約で利用する契約機関では、目次画面や検索結果画面で

「AbstractPlus」が表示されます。これをクリックすると書誌、抄録に追加してさらなる情報が表示されます。 

 
 
AbstractPlus では書誌情報と抄録のみならず、様々な情報を提供しています。 

 
論文タイトルと書誌情報 
著者名リンク 
クリックひとつで、その著者の他の論文を探すことがで

きます。 
 
抄録 
INSPEC の抄録です。 
 
Index Terms 
Controlled Indexing 
INSPEC シソーラスから、この論文の主題に該当する

索引用語が表示されています。索引用語をクリックす

ると、同じテーマの論文を探すことができます。 
 
Non-controlled Indexing 
著者が論文中で用いている、この論文の主題に該当

する用語が表示されます。主に最新用語や専門用語

などが表示されます。 
 
References 
参考文献リストです。 
各参考文献に付いているリンクには下記の物がありま

す。 
[Buy Via Ask*IEEE] 

IEEE への文献複写申込み画面へリンク 
[Abstract]、[PDF] 
 抄録や、PDF フルテキストへリンク 
[CrossRef] 
 他出版社の電子ジャーナルへリンク 

 
Citing Documents 
この論文を引用して著された他の論文です。[Abstract]から抄録へ、[PDF]からフルテキストへアクセスでき

ます。 
 



 - 23 - 

6.6. AbstractPlus 表示画面 
 

 
① 「View Search Results」で検索一覧画面へ戻ります。「Previous Articles」は一覧画面の表示順で前

の論文が表示され、「Next Article」で次の論文が表示されます。 
②「e-mail」で検索結果のｅメール送信、「print friendly」で印刷、テキスト保存ができます。 
③「Document options」PDF フルテキストをダウンロードすることができます。HTML フルテキストが表示さ

れる文献も一部あります。 
④「Download this citation」書誌や抄録を、形式を指定してダウンロードすることができます。 
⑤「Rights & Permissions」IEEE Xplore で入手した論文や記事を複製して外部に分配する際の、許諾

を CCC(Copyright Clearance Center)から得ることができます。 
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6.7. Abstract 
契約をしていない一般の利用者や、IEEE/IEE のフルテキストをパッケージ契約で利用する契約機関の利

用者でも契約機関外から IEEE Xplore へアクセスした場合、ユーザー名とパスワードでログインしない限り

論文フルテキストや AbstractPlus へはアクセスできません。その代りに「Abstract」が提供されます。 
 

 
 
論文タイトルと書誌情報 
 
著者名リンクが付きません。 
 
 
 
 
抄録 
AbstractPlus と同様に INSPEC の抄録です。 
 
 
索引用語や参考文献、この論文を引用した他の論文

は表示されません。 
 
 
 

Abstract 表示画面 
 
IEEE パッケージの契約機関内からアクセスした場合に、利用可能な機能や入

手可能なコンテンツについて記述されています。実際にこの画面から PDF フル

テキストや「AbstractPlus」を利用するには、ユーザー名とパスワードの入力が

必要です。 
 
①ユーザー名とパスワードを入力すると「AbstractPlus」や「PDF」フルテキスト

を利用することが可能になります。 
 
 
 
 
 
②Abstract 表示画面から「PDF」を利用することはできません。 
 
③「Buy this document now」から論文を Pay-Per-View で購入することができ

ます。 
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7. IEEE Xplore の様々な機能 
 
7.1. Content Updates(アップデート情報) 
最新 4 週間の IEEE Xplore にアップデートされた論文や記事を確認することができます。IEEE Xplore ホ

ームページにある「Content Updates」の「Latest Content Update」をクリックしてください。 

 
画面上では「Journals and Magazines：逐次刊行物」「Conference Proceedings：会議録」「Standards：

規格」に分けられています。リンクをクリックすると論文や記事のリストが表示されます。 
 
IEEE 雑誌に掲載される予定の論文は、冊子体雑誌が刊行される数週間前から IEEE Xplore で利用可能

になります。これら論文は Content Updates の「Forthcoming Articles」からアクセスすることができます。 

 
 
 

任意の雑誌タイトルをクリ

ックして、雑誌ホームーペ

ージ入ると、「View 
Articles」ボタンが表示さ

れます。 
これをクリックすると冊子

体よりも早く公開された論

文リストが表示されます。 
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7.2. Alert(最新アップデートのｅメールニュース) 
 

 
「Alert：アラート」とは任意に指定した雑誌の最新刊が IEEE Xplore１にアップデートされると、その目次が

自動的に登録者宛にｅメール送信されるサービスです。アラートの設定、変更、削除の画面にはテキストボッ

クスに名前(半角英数文字)とｅメールアドレスを入力して「Submit」ボタンをクリックして入ります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名前やｅメールアドレスを

変更することができます。

変更したら「Update」ボタ

ンをクリックします。 

希望する雑誌をチェック 

ｅメールの形式を指定 
年鑑発行回数 

最新号の目次へのリンク

雑誌ホームページへのリンク

設定が終了したら「Submit Selection」をクリック 

アラート・サービスを止める場合は

「Unsubscribe」ボタンをクリック 
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7.3. Top 100 Documents(利用頻度の高い論文や記事) 
 
今月、最もアクセス頻度の高い論文や記事が 100 タイトル、リスト表示されます。 

 
①当画面の表示方法を「Citation：書誌」「Citation & Abstract：書誌と抄録」から選択できます。 
②「Abstract」から抄録を、「PDF」からは論文ページイメージを表示することができます。 
 
7.4. IEEE のニュースレター 
IEEE は各分野毎にｅメールでニュースレター「What’s New@IEEE」を配信しています。このニュースレタ

ーをご希望の方は「What’s New@IEEE」ボタンをクリックしてください。 
 

 

分野を選んでチェック 

ｅメールアドレスを入力して

「Subscribe」ボタンをクリック
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